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Vol.30

見やすいカラー版
バックナンバーはこちらから→

おふだと呪物崇拝

講師：三国 信一 氏

日時：３月２２日（土）
10:00～12:00

会場：北谷公民館 2階大集会室

定員：一般30名

申し込み：北谷公民館
☎63-2346

それ自体が霊的な力を持つ、あるいは霊的存在が宿ったために力を持
つとされる「呪物」に対する信仰を「呪物崇拝」と呼びます。
お札を呪物の一種として捉え、他の呪物と比べることで、お札の力の

源を探ります。

歴史博物館のお話を公民館で聞ける貴重な機会です。
毎年人気の講座です。申し込みはお早めに！

QRコードからも
申し込みできます



～北公 Cafe Time～
Vol.9

寒波も過ぎ去り、もう雪は降らないだろうと思いたい今日この頃です
が、みなさんお元気でお過ごしでしょうか。
ふっと笑顔になれるようなお話を届けていきたいと思いますので、コー
ヒーでも飲みながらお読みくださいませ。
今回は、私が前職で感じた言葉の壁についてお話ししたいと思います。

前職では営業で静岡・神奈川・北関東を主に担当していました。北関東
の方々は、少し訛りがありましたが、何を言っているかもわかるし、
困ったことはありませんでした。
しかし、山形の販売店さんのイベントへ応援に行った時です。1対1の時
は皆さん私に気を使ってくれていたのでしょう。何を言っているかはわ
かりますが、店員さんとお客さんを交えてしゃべると、流暢な山形弁に
なるわけです。
正直、何を言っているのかわかりません。笑ってるけど、今おもしろ

いこと言ったの？って感じです。私に出来ることは、皆が笑ったタイミ
ングで同じように笑うことだけでした。
そういえば、知人が「大学でルームシェアしたけどお互いの方言がき

つくて何言ってるかわからないから、英語で会話してた。」なんて話し
てたのを思い出しました。その時は、同じ日本でそんなことある？とか
英語で日常会話すごい！くらいにしか思ってませんでしたが、あぁ、そ
ういうことだったのかと妙に納得してしまいました。
同じ日本でこれなんだから海外赴任は大変なんだろうなと思いました。

（海外の話を期待していた人がいたらごめんね！）

令和６年度

生涯学習講演会


